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下鉄矢 「朱熹 『格物』理解の構造―― 『有物有則』解釈をめぐって―」（『朱熹哲学の視軸』第九章、研
文出版、2009）を参照されたい。なお 『大学』における 「格物」の 「物」は、対他関係やその関係性を
意味する語としても理解されるところである。あらゆる存在には、その存在に則した在り方 ・特性がそ
れぞれにある。したがって、主体者がその物と関わる際には、その特性に則して、個々に関係性を構築
していくことになるであろう。 ○道徳學 西周は 「幸福ハ精靈上ト形骸上ト相合スル上ヘニ成ルノ論 
其ノ二」において 「幸福分内ニハ其含蓄スル所極メテ大イニシテ、之ニ達スルノ道殊ニ多端ニシテ一術
一法ノ能逹スヘキニ非ス、時ニ從ヒ、處ニ從ヒ、事ニ從ヒテ之ニ處スルノ道千差萬別ナラサル莫シ、而
テ之ヲ講求スルヲ道德ノ學ト云」（第一巻 563 頁）と述べている。また、訳語としての 「道徳」には 「モ
ラル」といったルビが振られている。これについては、例えば西周の手稿である 「道徳略論」（第一巻、
603 頁）等がある。また、前項の注 「道德學」も参照されたい。 ○儒哲教門 西周は 「儒哲」の二字







相戰争シテ」（第一巻、44 頁）とあることから、「宗教」の意味ではなかろうか。 ○英語 孔腮然斯
コンサイイーンス
 




に八条目は、「格物 ・致知 ・誠意 ・正心 ・修身 ・斉家 ・治国 ・平天下」と理解された。朱熹はこの 「誠意」
について、『大學章句』傳六章に 「所謂誠其意者、毋自欺也、如惡惡臭、如好好色。此之謂自謙。故君子

















なく、自然と生じ発露してくること」。この 「天真の流露」に、西の 「独知」理解がある。 ○所謂未發
之中  『中庸』首章 「喜怒哀樂之未發、謂之中。發而皆中節、謂之和。中也者、天下之大本也。和也者、
天下之達道也」とあるによる。喜怒哀楽といったそれぞれの情の発動以前、まだいずれの情にも偏って
いない心的状態のこと。朱熹はそのいわば静的なものとして「性」そのもののイメージを説いている。
朱熹 『中庸章句』では 「其未發、則性也。無所偏倚。故謂之中」とある。 ○天眞 西周における 「天
眞」は、すでに 「その初頭の一芽の萌動」なるものとして述べられていたように、動的な作用として捉




















であろう。ただし、「奉る」と 「執る」とは大きな相異か。 ○所謂如好々色、如惡々臭  「大學所謂誠
意」の前注参照。いわば、魅力的な異性に出会ったならば自然と心惹かれていってしまう心性と、悪臭
を感じたならば意図せずとも自然とこれを避けようとしてしまう心性。 ○自慊  「大學所謂誠意」の


























































































照。 ○文公與睦子兄弟 文公は、朱熹の諡。陸子兄弟は、陸九齢 ・陸九淵のこと。○象山 陸九淵の
号。陸は姓、名は九淵、字は子静である。1139-1192 ○文公曰可惜死了告子  『朱子語類』巻一百二
十四、陸氏「象山死、先生率門人往寺中哭之。既罷、良久、曰「可惜死了告子」」とある。「告子」は、
『孟子』に登場する人物。『孟子』に告子篇があるが、性善説を基調とする孟子を批判したよき論敵で
ある。告子は 「生之謂性」と述べ、生命存在そのものを 「性」と理解し、そこに 「善」「不善」は想定さ






とにおいて、そもそも分けられないとする説。朱熹が知 ・行について先 ・後、軽 ・重といった差別的評
価をくだしていたことに対する反措定の表現。知行は二分割できるものではなく、今というこの瞬間に
おいて、両者は常に同時に行われるとする。 ○ 「朱子晩年定論」 王守仁の編纂による書。王守仁は、









明』、Ⅲ王陽明所載を参照） ○孟子説良知良能  『孟子』盡心上篇 「孟子曰、人之所不學而能者、其良
能也。所不慮而知者、其良知也。孩提之童、無不知愛其親也。及其長也、無不知敬其兄也。親親、仁也。
敬長、義也。無他。達之天下也。」 ○指四端等而巳 四端説は、『孟子』公孫丑上篇に見られる説であ
り、実は盡心上篇に 「四端」という語への言及はない。公孫丑上篇によれば、惻隠 ・羞悪 ・辞譲 ・是非
の心は、それぞれ仁 ・義 ・礼 ・智の本性に基づき発動する。四種の情があることから、その情が基づく
四種の本性が想定され、その情と本性との端緒を 「四端」と言った。この四端は、如何なる人間であれ、
全ての者に無差別に具わっているものと理解される。人間の人間たるべき特性であり、朱熹は程子の言







ひとまず朱注に基づき理解しておく。 ○曰親々仁也、敬長義也  『孟子』盡心篇上の一文。前注 ・前々














































































發之中 朱熹が編んだ 『延平答問』 （朱熹と、その師李侗 （1093-1163）との往復書翰）に次のようにあ
る。「先生極好靜坐、某時未有知、退入室中、亦只靜坐而已。先生令靜中看喜怒哀樂未發之謂中、未發時
作何氣象。此意不唯於進學有力、兼亦是養心之要」。ここに記されている 「先生」とは、李侗の師である
羅従彦 （1072-1135）のこと。 ○存養省察  『中庸』首章理解における鍵言葉の一つ。朱熹は首章に












之」とある。 ○持敬  『朱子語類』巻九、學三に、端的な説明がある。「恭敬の心を維持すること。持
敬は、事事物物の理を窮めることの基本である。理の輝きを窮めることは、心を養う一助ともなる （持
敬是窮理之本。窮得理明、又是養心之助）」 ○禪那 ・静慮  「Jhāna。Dhyāna の音写。禅 ・禅定に同




元『佛教語大辞典』参照。  ○㴠養存省 存養省察に類似の表現であろう。「涵養」は『朱子文集』
「答徐子融書」に 「就平易明白切實處玩索涵養、使心地虛明」と見られる。また 『朱子語類』巻十二 「涵
養須用敬、處事須是集義」とある。 ○敬齊箴所云潜心以居、對越上帝  『敬齊箴』は、朱熹が張栻の
『主一箴』を読み、その遺意を掇び、敬斎箴を書斎の壁に作って自警して述べたもの （『性理大全』巻七
十）。元は 『朱子文集』にある文。そこに 「正其衣冠、尊其瞻視、潛心以居、對越上帝、足容必重、手容
必恭、擇地而蹈、折旋蟻封、出門如賓、承事如祭、戰戰兢兢、罔敢或易」云云とある。 ○服膺  『中
庸』に 「得一善、則拳拳服膺而弗失之矣」とあり、『中庸章句』に 「服猶著也。膺胸也。奉持而著之心胸











即心見性、見性成佛  「見性成仏」は禅語。自己の仏性を明確に捉えて、仏 （覚者）となること。ただ、
この八字の並びそのものについては、未詳。類似の言葉に 「直指人心、見性成仏」がある。 ○逕庭  『荘
子』逍遙遊篇「吾驚怖其言、猶河漢而無極也。大有逕庭、不近人情焉。」 
